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条
例
関
係

☆
曽
於
市
環
境
基
本
条
例

　

限
り
あ
る
資
源
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
大
量
消
費
、
大
量
生

産
に
伴
う
廃
棄
物
の
大
量
発

生
、
地
域
の
環
境
、
地
球
温

暖
化
な
ど
、
今
後
の
環
境
に

関
す
る
施
策
の
基
本
的
な
事

項
を
定
め
、
現
在
及
び
将
来

の
市
民
の
健
康
で
文
化
的
な

生
活
を
確
保
す
る
た
め
の
条

例
を
可
決
し
ま
し
た
。

予
算
関
係

☆
平
成
19
年
度
曽
於
市

一
般
会
計
補
正
予
算　

　
　
　
　

 　
（
第
１
号
）

　

補
正
予
算
は
5
7
4
3

万
円
の
追
加
で
、
予
算
総
額

1
8
8
億
9
7
4
3
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

主
な
事
業
は
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
・
ゼ
ロ
地
域
解
消
促
進

事
業
1
4
0
0
万
円
、
消
防

団
員
退
職
報
償
金
4
5
8
万

7
千
円
、
末

吉
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
管

理
費
で
は
、

機
械
室
天
井

壁
の
ア
ス
ベ

ス
ト
除
去
工

事
費
2
7
3

万
円
、
小
学

校
管
理
費
は

施
設
修
繕
費

他
2
9
4
万

9
千
円
、
道

路
橋
梁
費

3
1
3
万
1

千
円
、
曽
於
北
部
畑
地
か

ん
が
い
営
農
推
進
事
業
費

3
9
5
万
円
が
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
。

☆
平
成
19
年
度
曽
於
市

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
で
は
、
国
庫
支
出

金
・
繰
入
金
の
減
額
が
主

な
も
の
で
あ
り
、
歳
出
で

は
老
人
保
健
拠
出
金
・
介

護
納
付
金
の
減
額
が
主
な

も
の
で
あ
り
ま
す
。
歳
入
歳

出
１
億
2
7
7
7
万
8
千
円

を
減
額
し
、
予
算
総
額
57
億

4
7
9
8
万
6
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

☆
平
成
19
年
度
曽
於
市

水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　

収
支
的
支
出
で
水
源
確

保
に
伴
う
末
吉
上
水
道
事

業
工
事
実
施
設
計
業
務
委
託

料
2
2
0
0
万
円
及
び
末
吉

上
水
道
事
業
変
更
認
可
申
請

書
作
成
業
務
委
託
料
6
0
0

万
円
の
追
加
が
主
な
も
の
で

す
。

専
決
処
分

　

専
決
処
分
と
は
、
国
会
で

の
議
決
交
付
が
3
月
末
に
決

定
さ
れ
た
場
合
、
本
市
と
し

て
6
月
議
会
ま
で
議
会
を
開

催
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
場

合
に
当
局
が
先
決
し
て
、
次

の
議
会
で
承
認
を
求
め
る
も

の
で
す
。

☆
曽
於
市
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

た
ば
こ
税
が
1
0
0
0

本
に
つ
き
、
3
0
6
4
円
を

3
2
9
8
円
に
引
き
上
げ
た

も
の
で
す
。

　

そ
の
他
新
築
住
宅
等
に
対

す
る
固
定
資
産
税
の
減
額
な

ど
が
市
条
例
と
し
て
専
決
さ

れ
ま
し
た
。

☆
曽
於
市
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

国
保
税
の
最
高
額
の
53
万

円
を
56
万
円
に
引
き
上
げ
る

も
の
で
す
。
反
対
意
見
の
中

で
国
保
税
の
最
高
額
を
改
正

で
き
る
と
あ
る
が
、
被
保
険

者
の
実
態
か
ら
引
き
上
げ
る

べ
き
で
は
な
い
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員

　

次
の
人
権
擁
護
委
員
候
補

者
3
名
を
推
薦
す
る
た
め
、

議
会
に
意
見
を
求
め
ら
れ
、

適
任
と
さ
れ
ま
し
た
。

現
委
員
か
ら
引
き
続
き

　

大
窪　

義
孝
氏　
　

66
歳

　
　
　
　
　
（
末
吉
町
深
川
）

柿
内
忍
氏
の
後
任
に

　

大
窪　
　

勉
氏　
　

64
歳

　
　
　
　
（
末
吉
町
諏
訪
方
）

島
見
義
人
氏
の
後
任
に

　

別
府　
　

優
氏　
　

60
歳

　
　
　
　
　
（
大
隅
町
岩
川
）

　

6
月
定
例
会
は
、
6
月
11
日
か
ら
28
日
ま
で
開

催
さ
れ
、
平
成
19
年
度
一
般
会
計
の
補
正
予
算
や

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
一
部
変
更
な
ど
の
議

案
23
件
、
陳
情
な
ど
２
件
、
意
見
書
２
件
を
審
議
・

採
決
し
ま
し
た
。一般会計補正予算 5743万円 などを 一般会計補正予算 5743万円 などを 可決 可決 

ブロードバンド対象地域

白毛集落の水道加圧ポンプ施設
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☆曽於市過疎地域自立促進計画の一部を変更
　平成17年度から平成21年度までの計画を変更するものである。事業名の変更で大川原峡周辺公園整備事業
で，多目的広場駐車場整備のための用地（7488㎡）の取得と，道の駅すえよし駐車場整備事業の用地（2648.34㎡）
取得が主なものである。

事業名 事業内容 事業主体 備　　考

産
業
の
振
興

基盤整備農業 県営畑地帯総合整備事業第 3曽於北部地区（626ha） 県 事業名の変更

県営畑地帯総合整備事業第１曽於北部地区（155ha） 県 事業名の変更

農業・農村活性化推進施設等整備事業（曽於地区）
かんがい排水・農道等農業集落道・排水等 市 事業名の変更

県営畑地帯総合整備事業第2曽於北部地区（273ha） 県 事業名の変更

経営体育成基盤整備事業（仮屋地区） 県 追　　加

国営畑地帯水源償還金（曽於東部地区） 市 追　　加

経営近代化施設 農業・農村活性化推進施設等整備事業
防除機電気設備一式・冷蔵庫管理機械一式 組合 事業名の変更

畜産基盤再編総合整備事業（飼料基盤の開発・整備） 地域振興公社 追　　加

大川原峡周辺公園整備事業用地取得　駐車場整備7,486㎡多目的広場 市 事業名の変更

観光又はレクリエーション 道の駅すえよし駐車場整備事業用地取得　駐車場整備2,648.34㎡ 市 追　　加

交
通
通
信
体
系
の
整
備

市町村道道路 須田木線（改良舗装及び橋梁） Ｌ＝500ｍ Ｗ＝7.0ｍ
他笠木・かんじん松線、中谷線 市 事業量の変更

笠木・馬渡線（改良舗装） Ｌ＝200ｍ Ｗ＝9.0ｍ
他笠木・柳井谷線、大峯・永里線、上大峯線、八ヶ代・片蓋線、掛上・川内線 市 追　　加

その他 地方特定道路整備事業負担金光神山諏訪方線　 L＝650ｍ W＝14.0ｍ
他柿木志布志線　L=600ｍ 橋梁 1基、塚脇財部線　L＝600ｍ W＝10.0ｍ 県 追　　加

東九州自動車道工事用道路の用地業務
荒谷地区・新原地区・大谷川地区・小松地区・梅ヶ渡地区 市 追　　加

生
活
環
境
の
整
備

水道施設簡易水道 簡易水道整備事業、南之郷・高岡地区整備、光神・岩崎地区水道管更新
岩崎地区の新水源整備、深川地区新水源整備 市 事業量の変更

消防施設 防災無線のデジタル化及び市内の統一無線導入 市 追　　加

公営住宅 市単独地域活性化住宅建設事業 県 追　　加

その他 急傾斜地崩壊対策事業負担金（岩南地区） 
他荒川内地区、上岡別府地区、新城地区 県 追　　加

県単独砂防事業負担金（荒谷地区） 流路工　他第 2坂元谷地 県 追　　加

八合原区画整理内公園整備事業　公園6ヵ所 県 追　　加

桜ヶ丘公園遊具建設事業 県 追　　加

教育
の
振興

学校教育関連施設　その他 児童生徒用パソコン設置事業（パソコンの定期的切替） 市 追　　加

その他 庁舎等改修事業、駐車場整備・舗装・安全施設、公有財産購入1,611.09㎡ 市 追　　加

一般会計補正予算 5743万円 などを 一般会計補正予算 5743万円 などを 可決 可決 
計画の変更

6月定例会




